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＜領
りょういき

域：介
かいご

護＞

問
もんだい

題 64　利
りようしゃしゅたい

用者主体の考
かんが

えに基
もと

づいた訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の対
たいおう

応に関
かん

す

る次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　トイレの窓
まど

は換
かんき

気が必
ひつよう

要であると判
はんだん

断し，開
あ

けたままにしておいた。

2　認
にんちしょう

知症（dementia）の人
ひと

が包
ほうちょう

丁を持
も

つのは危
きけん

険だと判
はんだん

断し，訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホーム

ヘルパー）が調
ちょうり

理した。

3　煮
にもの

物を調
ちょうり

理するとき，利
りようしゃ

用者に好
この

みの切
き

り方
かた

を確
かくにん

認してもらった。

4　糖
とうにょうびょう

尿 病（diabetes mellitus）のある利
りようしゃ

用者には，買
か

い物
ものだいこう

代行で菓
か し

子の購
こうにゅう

入はし

ないことにした。

5　次
じかい

回の掃
そうじ

除のために，訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）が使
つか

いやすい場
ばしょ

所に掃
そ う じ き

除機を

置
お

いた。

介
かい ご

護の基
き ほ ん

本
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問
もんだい

題 65　「求
もと

められる介
かいごふ く し し ぞ う

護福祉士像」で示
しめ

された内
ないよう

容に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　地
ちいき

域や社
しゃかい

会のニーズにかかわらず，利
りようしゃ

用者を導
みちび

く。

2　利
りようしゃ

用者の身
しんたいてき

体的な支
しえん

援よりも，心
しんりてき

理的・社
しゃかいてきしえん

会的支援を重
じゅうし

視する。

3　施
しせつ

設か在
ざいたく

宅かに関
かんけい

係なく，家
かぞく

族が望
のぞ

む生
せいかつ

活を支
ささ

える。

4　専
せんもんしょく

門職として他
たりつてき

律的に介
かいごかてい

護過程を展
てんかい

開する。

5　介
かいごしょく

護職の中
なか

で中
ちゅうかくてき

核的な役
やくわり

割を担
にな

う。

（注
ちゅう

）　「求
もと

められる介
かいごふ く し し ぞ う

護福祉士像」とは，社
しゃかいほしょうしんぎかいふくしぶかいふくしじんざいかくほせんもん

会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門 

委
いいんかい

員会「介
かいごじんざい

護人材に求
もと

められる機
きのう

能の明
めいかくか

確化とキャリアパスの実
じつげん

現に向
む

けて」

（2017 年
ねん

（平
へいせい

成 29 年
ねん

）10 月
がつ

4 日
か

）の中
なか

で示
しめ

されたものを指
さ

す。

問
もんだい

題 66　社
しゃかいふくししおよ

会福祉士及び介
かいごふくししほう

護福祉士法に規
きてい

定されている介
か い ご ふ く し し

護福祉士の責
せきむ

務として，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　地
ちいきせいかつしえんじぎょう

域生活支援事業その他
た

の支
しえん

援を総
そうごうてき

合的に行
おこな

う。

2　介
かいごとう

護等に関
かん

する知
ちしきおよ

識及び技
ぎのう

能の向
こうじょう

上に努
つと

める。

3　肢
したい

体の不
ふ じ ゆ う

自由な利
りようしゃ

用者に対
たい

して必
ひつよう

要な訓
くんれん

練を行
おこな

う。

4　介
かいごほけんじぎょう

護保険事業に要
よう

する費
ひよう

用を公
こうへい

平に負
ふたん

担する。

5　常
つね

に心
しんしん

身の健
けんこう

康を保
ほ じ

持して，社
しゃかいてきかつどう

会的活動に参
さんか

加するように努
つと

める。
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問
もんだい

題 67　Ａさん（85 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は夫
おっと

と二
ふ た り ぐ

人暮らしで，訪
ほうもんかいご

問介護（ホーム

ヘルプサービス）を利
りよう

用している。Ａさんは認
にんちしょう

知症（dementia）の進
しんこう

行によって，理
り

 

解
かいりょく

力の低
ていか

下がみられる。ある日
ひ

，Ａさんが訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）に，「受
う

け

ているサービスをほかのものに変
へんこう

更したい」「夫
おっと

とは仲
なか

が悪
わる

いので話
はな

したくない」と，

不
ふあん

安な様
ようす

子で話
はな

した。

意
いしけっ て い し え ん

思決定支援を意
いしき

識した訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　Ａさんとの話
はな

し合
あ

いの場
ば

に初
はじ

めから夫
おっと

に同
どうせき

席してもらった。

2　Ａさんにサービス変
へんこう

更の決
けつだん

断を急
いそ

ぐように伝
つた

えた。

3　Ａさんと話
はな

す前
まえ

に相
そうだんないよう

談内容を夫
おっと

に話
はな

した。

4　サービスを変
へんこう

更したい理
りゆう

由についてＡさんに確
かくにん

認した。

5　訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）がサービス変
へんこう

更をすることを判
はんだん

断した。

問
もんだい

題 68　すべての人
ひと

が暮
く

らしやすい社
しゃかい

会の実
じつげん

現に向
む

けて，どこでも，だれでも，自
じ

 

由
ゆう

に，使
つか

いやすくという考
かんが

え方
かた

を表
あらわ

す用
ようご

語として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　ユニバーサルデザイン（universal design）

2　インフォームドコンセント（informed consent）

3　アドバンス・ケア・プランニング（advance care planning）

4　リビングウィル（living will）

5　エンパワメント（empowerment）
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問
もんだい

題 69　Ｂさん（82 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 2）は，若
わか

いときに夫
おっと

を亡
な

くし，家
いえ

で仕
しごと

事を

しながら子
こ

どもを一
ひとり

人で育
そだ

てた。夫
おっと

や子
こ

どもと過
す

ごした家
いえ

の手
て い

入れは毎
まいにちか

日欠かさ

ず行
おこな

っていた。数
すうねんまえ

年前に，アルツハイマー型
がたにんちしょう

認知症（dementia of the Alzheimer’s 

type）と診
しんだん

断され，認
にんちしょうたいおうがたきょうどうせいかつかいご

知症対応型共同生活介護（認
にんちしょうこうれいしゃ

知症高齢者グループホーム）に

入
にゅうきょ

居した。夕
ゆうがた

方になると，「私
わたし

，家
いえ

に帰
かえ

らないといけない」と介
かいごふくししょく

護福祉職に何
なんど

度も

訴
うった

えている。

Ｂさんに対
たい

する介
かいごふくししょく

護福祉職の声
こえ

かけとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「仕
しごと

事はないですよ」

2　「ここが家
いえ

ですよ」

3　「外
そと

に散
さんぽ

歩に行
い

きますか」

4　「家
いえ

のことが気
き

になるんですね」

5　「子
こ

どもさんが『ここにいてください』と言
い

っていますよ」



5

問
もんだい

題 70　介
かいごほ け ん し せ つ

護保険施設の駐
ちゅうしゃじょう

車 場で，下
か き

記のマークを付
つ

けた車
くるま

の運
うんてんしゅ

転手が困
こま

った

様
ようす

子で手
てだす

助けを求
もと

めていた。介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　手
しゅわ

話や筆
ひつだん

談を用
もち

いて話
はな

しかける。

2　
つえ

を用
ようい

意する。

3　拡
かくだいどくしょき

大読書器を使
しよう

用する。

4　移
いどうよう

動用リフトを用
ようい

意する。

5　携
けいたいようてんじき

帯用点字器を用
ようい

意する。

問
もんだい

題 71　介
かいごほけんしせつ

護保険施設における専
せんもんしょく

門職の役
やくわり

割に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　利
りようしゃ

用者の栄
えいよう

養ケア・マネジメントは，薬
やくざいし

剤師が行
おこな

う。

2　認
にんちしょう

知症（dementia）の診
しんだん

断と治
ちりょう

療は，作
さぎょうりょうほうし

業療法士が行
おこな

う。

3　利
りようしゃ

用者の療
りょうようじょう

養上の世
せ わ

話又
また

は診
しんりょう

療の補
ほじょ

助は，社
しゃかいふくしし

会福祉士が行
おこな

う。

4　日
にちじょうせいかつ

常生活を営
いとな

むのに必
ひつよう

要な身
しんたいきのうかいぜん

体機能改善や機
きのうくんれん

能訓練は，歯
し か え い せ い し

科衛生士が行
おこな

う。

5　施
しせつ

設サービス計
けいかく

画の作
さくせい

成は，介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員が行
おこな

う。



6

問
もんだい

題 72　介
かいご

護の現
げんば

場におけるチームアプローチ（team approach）に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述

のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　チームメンバーが得
え

た情
じょうほう

報は，メンバー間
かん

であっても秘
ひみつ

密にする。

2　チームメンバーの役
やくわりぶんたん

割分担を明
めいかく

確にする。

3　利
りようしゃ

用者を外
はず

してチームを構
こうせい

成する。

4　医
い し

師がチームの方
ほうしん

針を決
けってい

定する。

5　チームメンバーを家
かぞく

族が指
しめい

名する。

問
もんだい

題 73　利
りようしゃ

用者の危
きけん

険を回
かいひ

避するための介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　スプーンを拾
ひろ

おうとして前
ぜんけいしせい

傾姿勢になった車
くるま

いすの利
りようしゃ

用者を，目
もくし

視で確
かくにん

認した。

2　廊
ろうか

下をふらつきながら歩
ある

いていた利
りようしゃ

用者の横
よこ

を，黙
だま

って通
とお

り過
す

ぎた。

3　食
しょくじかいじょ

事介助をしていた利
りようしゃ

用者の姿
しせい

勢が傾
かたむ

いてきたので，姿
しせい

勢を直
なお

した。

4　下
かしきんりょく

肢筋力が低
ていか

下している利
りようしゃ

用者が，靴
くつした

下で歩
ある

いていたので，スリッパを履
は

いても

らった。

5　車
くるま

いすの利
りようしゃ

用者が，フットサポートを下
さ

げたまま立
た

ち上
あ

がろうとしたので，ま

たいでもらった。


